
ちょっとした高さの作業に注意！

脚立等は、ちょっとした高さの作業を行う際に非常に便利な道具です。
しかし、ちょっとした高さだとしても、墜落すると、骨折や、場合に

よっては死亡災害に繋がることが珍しくありません。
事業主の皆様におかれましては、脚立等の安全な使用方法を把握して

いただき、安全使用のためのルール作りを行った上で、脚立等を使用さ
せるようにお願いします。

相模原労働基準監督署

脚立等の安全使用のため、対策を講じましょう！

年齢 休業見込 負傷程度 墜落高さ 事例

60代 ４か月 膝骨折 60cm 脚立がしっかりと開いていない（ストッパーが
固定されていない）状態で使用し、作業中に転
落した。（製造業）

50代 ３か月 足骨折 １ｍ 高い位置の場所で作業をしようと脚立を昇ろう
としたところ、脚立の足が動きバランスを崩し
た。（小売業）

30代 ２か月 足首骨折 １ｍ 高い位置に少し手が届かなくて、椅子の上で背
伸びをしたところバランスを崩し、後ろ向きに
転落した。（小売業）

50代 ２か月 手首骨折
腰打撲

１ｍ弱 設備の清掃のため脚立を使用していたところ突
発的に声をかけられ、対応しようとしたところ
足が滑ってバランスを崩した。（飲食業）

50代 ５日 すねを
５針縫
う

80cm 新築工事現場にて３段の脚立の天板（高さ約80
㎝）に乗り、天井の清掃作業をしていたところ、
足を踏み外した。（建設業）

ちょっとした高さでの脚立等の労働災害事例

裏へ
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厚生労働省 脚立 リーフレット

厚生労働省では、働く高齢者をはじめ、すべて
の方が安心・安全に働ける職場を作っていただ
けるよう、「エイジフレンドリーガイドライ
ン」を作成しています。是非ご覧ください。

エイジフレンドリーガイドライン

ちょっとした高さでの災害ばか
りですよね。脚立等による災害
の傾向、どんなことに気を付け
るべきか等について、下記の
リーフレットが参考になります
ので、ダウンロードしてみてく
ださい。


